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タイプライターテキスト
これは、問題文をほぼ繰り返してしまっているにとどまってしまっていますので、ここでキーとなる条文を示して、「適法性」という問いに答えたいです。
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内容自体は良いのですが、これが、本問における「相殺の抗弁の適法性」との関係で
いかなる意味を持つのかを考えてみましょう。
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民訴では常に①実体法上の権利関係の分析（民法と同じ分析）②訴訟における当事者、請求の趣旨、訴訟物、請求原因、抗弁等の分析③時系列の分析④①～③を踏まえた、登場人物（原告・被告・裁判所・その他第三者）の利害関係と言い分の分析を行ってください。これが民訴の論述の組み立ての礎になります。
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既判力は確定判決に生じる効力ですが、この時点では、
確定判決は出ていません。
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これが、本問のキーとなる条文ですよね。これを冒頭に持ってくる必要があります。
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ここは類推適用の流れそのものですから、「民法と同じ」ように
　　　　　　　　　　　　　　　もう少し丁寧に示しましょう。
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なぜ妥当すると言わざるをえないのでしょうか？
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まさに判例はこの相殺の担保的機能を重視します。
中身を確認しておきましょう。
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これも、キーとなる条文が出ていません。
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既判力は、114条と115条の条文の要件充足性が求められます。
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これが当事者の言い分ですよね。

taniy
タイプライターテキスト
2条に反し不適法ということですね。
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民訴は抽象的概念が多く、この段階で全てを理解することは不可能ですが、1ページ目冒頭に書いたような視点を持てれば、あとは、条文や基本概念の要件充足性が問題となっているにすぎません。
つまり、他の民事系と同じような答案の構造になります。
この辺りを今後の自習の中で意識していきましょう。


